
崖
外
廣
皆
の
サ
ー
ギ
一
レ
ー
シ
ヨ
ン
ざ
T
・
A
・
B

、』／

林
　
太
　
三

盾良

　
廣
昔
効
果
、
更
に
は
マ
ー
ヶ
ツ
テ
ィ
ン
グ
効
率
を
高
め
る
た
め
に
は
合
理
的
且
っ
効
果
的
た
廣
皆
管
理
を
實
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
意
味
か
ら
昨
今
廣
昔
効
果
の
測
定
、
新
聞
・
雑
誌
の
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ン
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ヴ
ィ
ジ
ヨ
ン
の
オ
ー
デ
4
エ
γ

ス
叉
は
リ
ス
ナ
ー
シ
ッ
プ
等
々
が
非
常
に
重
要
祠
さ
れ
、
と
み
に
そ
れ
等
の
必
要
性
が
崎
偉
さ
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
屋
外
廣
皆
の

サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ン
は
鹸
り
考
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
い
な
、
こ
の
間
題
の
存
在
さ
え
も
氣
づ
い
て
い
な
い
の
が
そ
の
現
状

と
言
っ
た
方
が
適
切
た
表
現
か
も
釦
れ
た
い
。
實
に
我
が
國
に
．
於
け
る
こ
の
種
の
研
究
は
企
く
遅
れ
て
い
る
も
の
で
こ
れ
か
ら
の
間
題
ど

も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
屋
外
廣
昔
の
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
γ
は
種
々
な
要
素
を
内
包
し
て
い
る
だ
げ
に
・
容
易
に
こ
の
問
題
を
解
明
し
得
る
も
の
で
は
な
い
の

で
、
今
回
は
間
題
の
提
起
と
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
方
法
の
み
に
限
定
し
て
考
究
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

屋
外
廣
告
の
概
念

931

　
屋
外
廣
昔
は
廣
音
媒
髄
の
内
で
は
最
も
古
い
も
の
で
、
廣
皆
主
が
以
前
か
ら
使
用
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
極
め
て
研
究
の
遅
れ
て

い
る
媒
髄
で
あ
る
。
ち
な
み
に
新
聞
廣
皆
、
雑
誌
廣
告
、
ラ
ジ
オ
ニ
ア
レ
ヴ
ィ
ジ
ヨ
ン
廣
皆
た
ど
と
比
較
す
る
時
、
そ
れ
等
の
管
理
面
か

ら
考
察
し
て
如
何
に
屋
外
廣
苦
が
未
襲
達
的
な
も
の
で
あ
る
か
が
わ
か
ろ
う
。
勿
論
、
屋
外
廣
皆
物
の
作
成
技
術
の
長
足
の
進
歩
を
否
定

554
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す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
廣
皆
効
率
の
測
定
や
屋
外
廣
苦
の
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
か
ら
検
討
す
る
場
合
、
上
述
の
講
贋
皆
と
は
可
成

り
の
開
き
が
あ
り
、
甚
だ
し
く
遅
れ
て
い
る
。

　
し
か
ら
ぱ
屋
外
廣
皆
は
い
か
な
る
領
域
を
有
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ジ
ヨ
ン
・
E
・
ブ
レ
ン
ナ
ン
は
「
屋
外
廣
沓
の
第
一
の
特
性
は

屋
外
に
摘
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
般
的
に
言
え
ぱ
、
屋
外
廣
皆
は
壁
や
板
の
よ
う
な
固
定
し
た
も
の
を
利
用
す
る
か
、
時
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

は
飛
行
般
の
外
面
を
用
い
る
も
の
も
あ
る
。
」
と
読
述
す
る
。
。
「
屋
外
廣
皆
の
大
部
分
は
弐
の
三
形
態
に
入
る
。
即
ち
、
ω
ポ
ス
タ
ー
（
パ

ネ
ル
の
表
面
に
は
ら
れ
る
紙
に
プ
リ
ン
ト
し
た
廣
告
物
、
②
ペ
イ
ン
ト
，
デ
イ
ス
プ
レ
ィ
（
ペ
ィ
ン
ト
で
直
接
書
い
た
廣
音
物
－
ペ
ィ
ン

ト
廣
皆
1
）
、
倒
電
氣
廣
沓
く
里
8
ま
o
召
8
鼻
9
邑
碧
V
（
殊
に
、
組
立
て
た
鐵
製
の
構
築
物
で
、
廣
昔
に
た
る
と
共
に
廣
皆
を
美
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

す
る
た
め
に
ラ
イ
ト
を
ア
レ
γ
ジ
し
た
も
の
）
」
　
と
の
オ
ト
ー
・
ク
レ
ッ
プ
ナ
ー
の
解
誼
か
ら
し
て
も
、
そ
の
大
髄
の
領
域
を
理
解
で
き

よ
う
。
更
に
英
國
で
の
見
方
を
考
察
す
れ
ば
衣
の
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
「
屋
外
廣
皆
は
ポ
ス
タ
i
に
よ
る
廣
皆
で
あ
り
、
薬
函
で
の
屋
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

廣
皆
は
ア
メ
リ
カ
で
言
う
交
通
廣
皆
を
も
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
。
從
つ
て
廣
告
板
、
建
物
の
壁
面
“
瞬
の
構
内
、
バ
ス
、
砥
軍
、

汽
車
等
々
を
利
用
す
る
ポ
ス
ク
ー
廣
皆
は
す
べ
て
屋
外
廣
皆
と
な
る
。
な
お
こ
の
場
合
の
ポ
ス
タ
ー
は
非
常
に
廣
く
解
さ
れ
ペ
ィ
ン
ト
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
イ
ル
ミ
ネ
ー
ト
・
サ
イ
ン
を
も
含
く
む
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
で
は
屋
外
廣
皆
を
交
通
廣
皆
（
↓
昌
富
君
ユ

き
昌
邑
き
ま
色
畠
一
↓
蟹
目
ω
斥
邑
毒
ま
公
長
）
と
厘
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
有
の
分
野
を
興
え
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
從

つ
て
交
通
機
關
を
廣
皆
媒
麗
と
し
て
使
用
す
る
廣
沓
。
（
列
軍
、
電
軍
並
び
に
バ
ス
の
内
外
を
利
用
す
る
も
の
。
と
騨
舎
や
プ
ラ
ツ
ト
ホ
ー
ム

を
利
用
す
る
廣
皆
）
、
　
即
も
交
通
廣
皆
を
屋
外
廣
昔
の
範
樽
に
入
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
二
、
三
の
説
明
か
ら
屋
外
廣
皆
の
領
域

を
概
賂
な
が
ら
も
理
解
で
き
よ
う
が
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
一
般
的
な
見
解
を
示
せ
ぱ
凡
そ
弐
の
如
き
も
の
と
た
ろ
う
。

　
屋
外
廣
告
と
は
匿
外
に
掲
出
さ
れ
る
廣
苦
物
に
し
て
交
通
廣
昔
を
除
い
た
も
の
で
、
そ
の
主
な
フ
ナ
ー
ム
に
、
①
ポ
ス
タ
ー
（
二
四
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

ー
ト
一
ポ
ス
ク
ー
、
三
シ
ー
ト
・
ポ
ス
ダ
ー
）
、
　
②
ペ
イ
ン
ト
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
㈹
ス
ペ
■
ク
タ
キ
ュ
ラ
ー
等
が
あ
る
。
た
お
我
が
闘
に

．
6
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於
て
は
屋
外
廣
皆
を
「
常
時
叉
は
一
定
期
間
櫨
級
し
て
屋
外
で
公
衆
に
表
示
さ
れ
る
も
の
で
、
看
板
、
立
看
板
、
は
り
紙
及
び
は
り
札
並

び
に
廣
皆
塔
、
廣
苦
板
、
建
物
そ
の
他
の
工
作
等
に
掘
出
さ
れ
、
叉
は
表
示
さ
れ
る
も
の
並
び
に
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
」
と
さ
れ
て
い

る
（
屋
外
廣
音
物
法
く
昭
和
二
十
四
年
六
月
三
日
V
、
法
律
第
百
八
十
九
號
）
。

二
　
屋
外
廣
告
の
サ
ー
キ
ュ

レ
ー
シ
ョ

141

　
屋
外
廣
告
に
計
上
す
る
廣
告
費
を
最
も
効
果
的
に
費
消
す
る
た
め
に
は
屋
外
蕨
皆
の
作
成
抜
術
老
慮
は
も
と
よ
り
で
あ
る
が
、
サ
ー
キ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
検
討
も
必
要
と
な
る
。

　
新
聞
や
雑
誌
の
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ン
に
は
昨
今
非
常
に
開
心
が
注
が
れ
、
我
が
函
で
も
日
本
A
・
B
一
C
協
會
が
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
公
査
に
そ
の
機
能
を
途
行
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
が
、
一
方
屋
外
廣
甘
物
の
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ン
を
測
定
す
る
研
究
は
ど
の
機

闘
も
全
く
行
つ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
い
な
現
段
階
で
は
屋
外
蕨
苦
の
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ン
と
言
え
ぱ
企
く
耳
新
し
い
言
葉
に
感
ず

る
も
の
が
そ
の
殆
ん
ど
で
あ
ろ
う
。

　
屋
外
廣
昔
の
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
γ
は
オ
ー
デ
4
エ
ン
ス
と
も
呼
稚
さ
れ
て
い
る
も
の
で
「
屋
外
魔
苦
を
見
る
機
會
を
も
つ
て
い
る
者

　
（
六
）

の
藪
」
を
意
味
す
る
。
從
つ
て
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ン
が
大
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
屋
外
廣
皆
の
慣
値
は
大
と
な
る
わ
け
で
あ
る
（
他

の
條
件
を
一
定
と
す
る
）
。
　
ア
ー
ヴ
ィ
ツ
・
グ
ラ
ハ
ム
に
よ
れ
ぱ
「
屋
外
廣
皆
の
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ン
は
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ネ
ル
や
ペ
イ

ン
ト
廣
昔
を
見
る
機
會
を
有
す
る
者
の
総
救
と
み
ら
れ
て
い
る
。
從
つ
て
サ
ー
キ
ユ
レ
ー
シ
ヨ
ン
は
屋
外
廣
音
頻
度
の
量
的
な
尺
度
と
た

る
。
屋
外
廣
皆
の
サ
、
キ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ン
は
屋
外
に
で
て
い
る
人
々
、
即
ち
交
通
人
か
ら
な
る
。
し
か
し
屋
外
に
で
た
者
企
部
が
屋
外
廣

皆
を
見
る
機
會
を
有
し
て
い
る
と
い
う
の
で
は
た
い
か
ら
、
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ン
の
弐
の
二
様
に
考
え
る
必
要
が
あ
乃
。
即
ち
囚
総
サ

ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ン
（
屋
外
魔
皆
物
の
近
く
を
通
る
者
の
総
籔
）
、
　
⑭
有
効
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ン
（
特
定
の
デ
ィ
ス
ブ
レ
イ
を
實
際
に

457
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’
．
1
　
　
　
　
　
　
（
七
）

見
る
機
會
を
有
す
る
人
々
の
数
）
L
と
説
明
し
て
い
る
σ

　
ア
メ
リ
カ
に
於
て
は
屋
外
廣
皆
の
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
コ
ン
を
測
定
す
る
機
闘
と
し
て
交
通
量
検
査
局
（
↓
冨
雷
o
　
＞
邑
岸
団
胃
①
害
）

が
あ
る
。
こ
の
局
は
ア
メ
リ
カ
及
び
カ
ナ
ダ
に
あ
る
種
々
の
廣
苦
者
協
會
、
廣
皆
代
理
店
、
屋
外
廣
皆
の
闘
係
者
等
か
ら
な
つ
て
い
る
。

な
お
該
局
は
「
屋
外
廣
告
の
検
査
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
償
値
」
（
ま
①
＞
巨
ま
o
Ω
昌
巨
筈
o
目
く
巴
亮
ω
o
｛
O
鼻
ま
昌
＞
～
⑦
ま
ω
一
畠
）

と
い
う
報
告
書
を
護
行
し
て
い
る
も
の
で
、
ア
メ
リ
カ
及
び
カ
ナ
ダ
の
主
要
な
都
市
や
市
場
の
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ン
を
護
表
し
て
い

る
。
各
市
場
叉
は
各
都
市
向
き
の
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ン
・
リ
ス
ト
に
は
凡
そ
次
の
講
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

　
1
　
屋
外
廣
苦
の
プ
ラ
ン
ト
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
名
稽

　
2
）
検
査
の
日
附

　
③
　
人
口

　
④
　
照
明
パ
ネ
ル
の
救
、
非
照
明
パ
ネ
ル
の
数
、
及
び
検
査
時
の
一
〇
〇
％
シ
ヨ
ー
イ
ン
グ
に
割
窟
て
ら
れ
た
パ
ネ
ル
の
総
救

　
5
　
一
〇
〇
％
シ
ヨ
イ
ン
グ
の
場
合
の
日
々
の
、
平
均
総
サ
ー
キ
ュ
レ
■
シ
ヨ
ン
と
有
効
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
，
ン
。
　
（
卒
均
一
〇
〇
％
シ

　
　
ヨ
ー
イ
ン
グ
の
一
目
平
均
総
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ン
は
そ
の
シ
ヨ
ー
イ
ン
グ
を
構
成
し
て
い
る
パ
ネ
ル
の
前
を
通
過
す
る
人
々
の
総

　
　
藪
を
意
味
す
る
。
有
効
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ン
は
シ
ヨ
ー
イ
ン
グ
申
の
パ
ネ
ル
を
見
る
機
會
を
可
成
り
實
質
的
に
も
つ
て
い
る
人
々

　
　
の
総
数
で
、
歩
行
者
総
藪
の
五
〇
％
、
白
動
軍
上
車
客
総
数
の
五
〇
％
と
い
う
よ
う
に
計
算
さ
れ
る
）
。

　
⑥
・
ス
ペ
ー
ス
位
置
の
卒
均
債
値
。
各
パ
ネ
ル
は
ア
プ
ロ
ー
チ
の
距
離
、
角
度
、
通
行
者
の
遮
度
、
隣
接
パ
ネ
ル
と
の
關
係
等
々
の
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
（
九
）

　
　
基
準
か
ら
検
討
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
廣
皆
償
値
が
決
定
さ
れ
る
。

　
以
上
の
諾
事
項
が
贋
皆
闘
係
筋
に
知
ら
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
等
の
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ヨ
ン
は
彼
等
に
と
つ
て
は
械
め
て
有

盆
な
情
報
と
た
る
。
我
が
國
に
於
け
る
屋
外
贋
苦
の
現
状
と
思
い
あ
わ
せ
れ
ぼ
、
ア
メ
リ
カ
で
の
こ
の
傾
域
の
研
究
は
如
何
に
進
ん
で
い
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■
る
か
が
わ
か
ろ
う
。
サ
ー
キ
エ
レ
ー
シ
ヲ
ン
の
測
定
を
實
施
し
て
い
る
機
關
は
上
述
の
交
通
量
検
査
局
（
T
．
人
・
B
）
の
他
に
．
一
エ
ヨ

ー
ク
に
あ
る
冒
良
昌
■
彗
潟
『
＞
窒
o
o
ξ
①
9
－
；
、
と
マ
イ
ア
ミ
の
勺
o
県
胃
＞
暑
轟
一
窒
－
o
o
雲
ま
8
の
あ
る
こ
と
も
こ
こ
に
附
記

し
て
お
く
。

341

三
　
屋
外
廣
告
の
シ
ョ
ー
イ
ソ
グ

　
屋
外
ポ
ス
タ
ー
の
シ
ヨ
ー
イ
ン
グ
は
屋
外
廣
昔
會
砒
が
個
々
の
市
場
領
域
内
に
廣
苦
主
の
た
め
に
設
定
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
意
味
す
る
。

一
定
の
シ
ヨ
ー
イ
ン
グ
が
特
定
市
場
の
領
域
を
カ
ヴ
ア
ー
す
る
の
に
充
分
な
ボ
ス
タ
ー
か
ら
た
つ
て
い
る
場
合
、
強
度
一
〇
〇
の
シ
ヨ
ー

イ
ン
グ
（
一
〇
〇
％
シ
ヨ
ー
イ
ン
グ
、
岩
o
」
8
シ
ヨ
ー
イ
ン
グ
）
と
い
う
こ
と
に
た
る
。
市
場
の
全
域
を
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
に
必
要
た
廣

皆
藪
の
牛
分
と
い
う
場
合
は
彊
度
五
〇
の
シ
ヨ
ー
イ
ン
グ
と
な
る
。

　
非
常
に
小
さ
な
村
で
は
ポ
ス
タ
ー
一
枚
で
彊
度
一
〇
〇
を
も
期
待
で
き
よ
う
が
、
．
一
．
方
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
よ
う
な
都
會
で
は
衣
の

よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
o

　
　
強
度
　
　
　
　
　
普
通
の
屋
外
廣
皆
　
　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ヨ
ン
利
用
の
屋
外
廣
皆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
普
通
廣
皆
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
特
　
殊
　
魔
　
皆
）

　
　
一
〇
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

　
　
　
五
〇
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

　
　
一
五
Q
（
稀
）
　
　
　
　
　
　
二
一
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四

　
廣
皆
主
が
屋
外
廣
告
の
過
剰
叉
は
飽
和
（
㎝
ξ
胃
1
ω
算
膏
津
－
冒
）
を
希
望
す
る
際
は
一
五
〇
の
彊
度
の
も
の
を
利
用
す
る
こ
と
も
時
に

は
あ
る
が
、
し
か
し
多
く
の
廣
昔
主
は
一
〇
〇
％
の
シ
ョ
ー
イ
ン
グ
で
沸
足
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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1坦

　
廣
苦
主
は
彼
等
が
廣
音
し
使
用
す
る
パ
午
ル
を
自
身
が
斯
有
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
彼
等
は
パ
ネ
ル
を
有
す
る
屋
外
廣
皆
肚
、
却

ち
プ
ラ
ン
ド
・
オ
ー
ナ
ー
か
ら
必
要
な
パ
ネ
．
ル
を
契
約
に
基
づ
い
て
借
り
る
も
の
で
あ
る
。
た
お
プ
ラ
ン
ト
・
オ
ー
ナ
ー
は
パ
ネ
ル
を
設

置
す
る
た
め
に
、
そ
パ
に
必
要
な
建
物
の
持
主
に
交
渉
し
、
契
約
を
通
じ
て
パ
ネ
ル
の
入
手
に
務
め
る
の
は
言
う
迄
も
な
い
。
　
　
，

　
一
つ
の
シ
ヨ
ー
イ
ン
グ
の
料
金
は
使
用
す
る
ポ
ス
タ
ー
の
総
歎
と
摘
出
す
る
廣
告
の
屋
外
位
置
と
に
闘
蓮
す
る
。
從
つ
て
交
通
量
が
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
）

き
い
都
愈
で
は
パ
ネ
ル
鴬
り
の
慣
格
が
白
然
高
い
わ
け
で
、
次
の
表
が
こ
の
關
係
を
物
語
つ
て
い
る
。

都市の規模別より見たシ’ヨーイング債格の一例

※ショ1イン’グはボスター

人口1彊’度1普通齢1二ζ二鯨脚憤椿

6，500

250，767

100

50

2
1

100112
5016

12

6

　48．60ドル

　24．OO〃

1，O00，00”

　500．00〃

2
　
　
6
　
．

10
0
5
0

1

2，910．00”

2，597．20”

2，329．60”

2，016．70”

1，767．90”

1，455．00〃

1，142．20”

　　874．60”

　　561．70”

　　312．90”

36

32

29

25

22

18

14

11

7
　
　
4

32

29

25

22

19

16

13

9
　
　
6

O01
90

80

70

60

50

40

30

20

10

790，845

　
弐
に
屋
外
廣
苦
の
プ
ラ
ン
ト
・
オ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
概
鯛
…
を
加

え
て
み
よ
う
。
プ
ラ
ン
ト
・
オ
ー
ナ
ー
は
ポ
ス
タ
ー
廣
昔
、
ペ
イ

ン
ト
廣
皆
、
ス
ペ
キ
ュ
タ
ク
ラ
ー
廣
皆
を
設
定
す
る
と
共
に
こ
れ

等
を
保
杢
す
る
屋
外
廣
皆
會
耐
を
意
味
す
る
。
從
つ
て
こ
こ
で
言

う
プ
ラ
ン
ト
は
或
る
種
の
建
物
を
意
味
す
る
も
の
で
は
た
く
、
屋

外
廣
苦
會
耐
の
維
持
す
る
廣
皆
物
全
搬
を
意
味
し
て
い
る
総
括
的

塗
言
葉
で
あ
る
・
よ
り
正
確
に
言
え
ば
プ
ラ
ン
ト
・
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
と
た
ろ
う
。
な
お
プ
ラ
ン
ト
・
オ
ー
ナ
ー
の
職
能
を
示
せ
ば
凡

そ
玖
の
如
き
も
の
と
た
る
。

　
ま
ず
ポ
ス
ク
■
を
例
に
し
て
解
読
し
よ
う
。
プ
ラ
ン
ト
．
オ
ー

ナ
ー
は
彼
の
封
象
と
す
る
市
場
を
充
分
に
調
査
し
、
検
討
を
加
え

て
か
ら
、
な
お
も
そ
の
地
匿
の
屋
外
廣
告
法
規
を
も
考
慮
し
て
、

460

パ
ネ
ル
設
置
に
必
要
な
建
物
叉
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
の
所
有
者
か
ら
ス
ペ
ー
ス
を
借
用
し
、
パ
ネ
ル
を
設
定
す
る
。
か
く
し
て
か
ら
、



プ
ラ
ン
ト
・
オ
ー
ナ
ー
は
契
約
に
基
づ
い
て
魔
皆
主
に
パ
ネ
ル
を
貨
典
す
る
こ
と
に
た
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
廣
告
主
の
パ
ネ
ル
ヘ
の
需
要

が
バ
ネ
ル
数
よ
り
も
上
廻
つ
て
い
る
模
様
で
あ
る
。
プ
ラ
ソ
ト
・
オ
ー
ナ
ー
が
パ
ネ
ル
に
は
る
ポ
ス
タ
ー
ま
で
も
準
備
す
る
の
で
は
な
く

廣
皆
主
が
必
要
な
シ
ー
ト
を
準
備
し
パ
ネ
ル
に
は
る
よ
う
に
な
つ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
維
持
叉
は
保
全
に
關
し
て
は
オ
ー
ナ
ー
が
全
責

任
を
負
う
も
の
で
、
例
え
臥
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ネ
ル
、
パ
ネ
ル
附
近
の
グ
ラ
γ
ド
等
め
整
備
は
オ
ー
ナ
ー
の
義
務
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ア
メ
リ
カ
に
は
一
、
O
O
○
以
上
の
プ
ラ
ン
ト
・
オ
ー
ナ
ー
が
存
在
し
、
そ
の
最
大
な
も
の
と
し
て
、
よ
く
　
o
雪
①
轟
－
o
鼻
3
o
『

＞
等
胃
茅
旨
胴
O
o
．
や
｝
o
ω
8
『
卵
室
9
ω
害
O
o
I
が
畢
げ
ら
れ
る
。

四
　
ス
ペ
ー
ス
位
置
の
慣
値
表

　
プ
ラ
ソ
ト
・
オ
ー
ナ
ー
や
屋
外
廣
皆
闘
係
者
の
指
針
と
な
る
よ
う
、
交
通
最
検
査
局
が
作
成
し
た
も
の
に
「
ス
ペ
ー
ス
位
置
の
憤
値
表

　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
一
）

〈
ω
寝
S
勺
o
ω
三
昌
く
印
言
印
弍
o
目
↓
き
－
①
V
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
パ
ネ
ル
の
前
を
通
過
す
る
サ
ー
キ
ユ
レ
ー
シ
ヨ
ン
に
影
響
を
及
ぽ
す

種
々
た
要
因
を
加
昧
L
て
構
戒
L
た
作
表
て
、
例
え
ぱ
交
適
者
叉
は
缶
機
關
の
遮
度
、
パ
ネ
ル
ヘ
の
距
離
、
角
度
等
々
を
作
用
講
要
因
と

し
て
考
慮
し
た
も
の
で
、
屋
外
廣
皆
の
効
果
推
測
に
甚
だ
貴
重
な
基
準
を
捉
供
す
る
も
の
工
し
て
煎
要
覗
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
サ
ー
キ
ユ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
廣
皆
の
正
味
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ツ
と
は
な
ら
な
い
が
、
作
表
中
の
歎
値
は
二
つ
の
屋
外
廣
皆
の
債
値
を
そ
れ
ぞ
れ
比
較

許
便
し
、
そ
の
内
の
い
づ
れ
か
を
選
揮
決
定
す
る
場
合
に
は
便
利
で
あ
る
。
な
お
こ
の
作
表
中
の
角
度
を
説
閉
す
る
の
に
役
立
つ
と
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
二
）

「
屋
外
ポ
ス
タ
■
の
位
置
圖
」
を
も
こ
こ
に
掲
載
し
て
お
く
。
も
つ
と
も
こ
の
圖
だ
け
で
は
パ
ネ
ル
の
総
べ
て
の
型
を
読
明
し
得
な
い
が

角
度
に
關
す
る
或
る
程
度
の
理
解
に
は
役
立
つ
も
の
と
だ
ろ
う
。
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841

五
　
交
通
姓
検
査
局
（
T
・
A
・
B
）
と
他
の
屋
外
淡
皆
諦
機
闘

464

ア
メ
リ
カ
に
於
て
活
渡
な
活
動
を
示
し
て
い
る
崖
外
廣
沓
に
關
す
る
諸
機
闘
と
し
て
は
凡
そ
次
の
も
の
が
あ
る
。

㈲㈲自0H
ア
メ
リ
カ
崖
外
廣
告
協
會

屋
外
廠
皆
會
耐

交
通
［
亙
検
布
局

全
國
屋
外
贋
皆
局

プ
ラ
ン
ト
・
オ
ー
ナ
ー

　
以
■
下
そ
れ
ぞ
れ
の
機
闘
に
つ
い
て
そ
の
概
述
を
試
み
よ
う
。

　
ア
メ
リ
カ
屋
外
廣
告
協
曾
（
↓
訂
O
冒
a
8
『
＞
穿
睾
茅
巨
σ
q
＞
ω
ω
o
o
訂
巨
冒
o
市
＞
昌
①
ユ
S
二
昌
・
）
　
合
衆
國
で
の
ブ
ラ
ン
ト
・
オ
ー

ナ
ー
は
殆
ん
ど
こ
の
協
會
の
會
員
に
た
つ
て
い
る
。
こ
の
組
織
の
目
的
と
し
て
、
ω
屋
外
蕨
皆
取
引
の
全
國
基
準
を
設
定
し
且
つ
維
持
す

る
、
㈲
そ
れ
に
照
し
て
、
會
員
が
大
衆
の
利
盆
な
考
廠
し
て
事
業
を
行
つ
て
い
る
か
否
か
を
検
討
す
る
、
㈲
屋
外
廣
皆
事
業
に
從
事
す
る

総
べ
て
の
人
々
の
幅
肚
の
堺
進
等
々
を
艦
げ
て
い
る
。
二
十
四
シ
ー
ト
・
ポ
ス
タ
ー
と
二
十
四
シ
ー
ト
・
パ
ネ
ル
が
全
國
的
な
基
準
と
な

つ
た
の
は
こ
の
協
會
の
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
我
が
國
の
屋
外
廣
沓
物
法
で
定
め
て
あ
る
よ
う
な
規
定
事
項
を
該
協
會
が
規
定

し
廣
苦
主
、
ブ
ラ
ン
ト
・
オ
ー
ナ
ー
、
屋
外
贋
苦
代
理
店
、
更
に
は
一
般
大
衆
の
利
盆
の
珊
進
に
寄
典
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ

カ
屋
外
廣
皆
協
會
は
全
國
組
織
の
も
の
で
、
こ
の
下
に
各
州
の
崖
外
贋
沓
諸
囲
髄
が
存
在
し
て
い
る
。

　
交
通
量
猿
査
局
（
↓
ぎ
↓
；
雪
o
＞
邑
岸
困
…
o
彗
一
－
冒
。
）
　
長
期
間
に
亘
つ
て
、
屋
外
贋
苦
は
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ン
資
料
を
用
い

る
こ
と
な
く
取
引
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
廣
沓
活
動
の
合
理
的
且
つ
効
果
的
な
管
理
を
期
す
る
た
め
に
は
崖
外
廣
皆
の
サ
ー
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キ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ン
と
硯
界
賓
料
等
が
そ
の
基
準
を
決
定
す
る
の
に
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
企
國
臓
背
主
協
會
は
早
く
も
こ
の
顯
を
重

要
硯
し
、
一
九
三
一
年
十
月
に
は
屋
外
廣
皆
サ
ー
ヤ
ユ
レ
ー
シ
ヨ
ン
の
科
學
的
分
析
方
法
を
褒
兇
す
る
た
め
に
ア
メ
リ
カ
廣
皆
代
理
店
協

會
と
屋
外
廣
皆
協
會
の
支
援
を
受
け
研
究
を
開
始
し
た
。
な
お
ハ
ー
バ
ー
ド
大
學
の
監
将
の
下
で
、
一
〇
〇
以
上
の
都
市
が
研
究
封
象
に

．
な
っ
た
こ
と
も
こ
片
」
に
附
言
し
て
お
く
。
か
く
し
て
一
八
ケ
月
後
に
主
催
諸
幽
鶴
は
崖
外
贋
皆
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ン
の
測
定
基
準
の
原

理
を
探
用
し
得
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
T
・
A
・
B
設
置
方
（
一
九
三
三
年
六
月
創
設
）
の
原
動
と
な
り
、
該
局
は
そ
の
翌
年

の
三
四
年
に
は
法
人
組
織
と
な
つ
た
。
T
・
A
・
B
は
す
で
に
述
べ
た
如
く
、
企
國
廣
皆
主
協
會
、
ア
メ
リ
カ
贋
皆
代
理
店
協
會
、
屋
外

廣
皆
協
會
が
後
援
し
て
い
る
も
の
で
、
廣
沓
主
代
表
一
〇
名
、
蕨
沓
代
理
店
の
代
表
一
〇
名
、
プ
ラ
ン
ト
・
オ
ー
ナ
ー
代
表
一
〇
名
、
計
三

〇
名
が
理
事
會
を
構
成
し
活
動
を
途
行
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
局
が
作
表
し
た
「
ス
ペ
ー
ス
位
雌
の
慣
値
炎
」
は
鹸
り
に
も
有
名
で
あ
る
。

　
全
國
屋
外
廣
告
局
（
↓
訂
2
ρ
巨
o
墨
－
o
目
a
o
昌
＞
等
胃
茅
ぎ
σ
q
｝
膏
①
豊
二
昌
・
）
　
こ
の
局
は
二
〇
〇
以
上
の
主
要
た
廣
皆
代
理
店

か
ら
た
り
、
彼
等
に
ゴ
り
運
螢
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
非
螢
利
機
闘
で
、
多
か
れ
少
た
か
れ
該
局
蓼
加
會
貝
の
共
同
的
た
屋
外
廣
皆
部
門

と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
全
國
屋
外
廣
皆
局
は
屋
外
廣
皆
の
購
入
部
門
を
擁
し
、
廠
苦
代
理
店
の
そ
れ
ぞ
れ
に
支
挑
う
代
り
に
、
プ
ラ
ン

ト
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
該
局
に
代
理
店
手
救
料
（
1
6
％
％
）
を
支
挑
つ
た
後
、
そ
れ
白
身
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
費
を
計
算
し
て
か
ら
、
會
員
で

あ
る
代
理
店
に
麦
挑
う
の
で
あ
る
。
そ
の
他
屋
外
廣
沓
ス
ペ
ー
ス
に
闘
す
る
統
計
、
割
笛
や
費
川
等
に
闘
す
る
業
務
、
屋
外
廣
昔
契
約
の

準
備
“
ス
ペ
ー
ス
の
獲
得
、
プ
ラ
ン
ト
・
オ
ー
ナ
ー
の
訓
練
や
啓
褒
等
々
の
機
能
が
あ
る
が
そ
の
詳
細
は
省
略
す
る
。
な
お
、
該
局
は
一

九
一
九
年
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
屋
外
匿
告
禽
冠
（
O
⊆
庄
o
實
＞
穿
①
ま
ω
弐
四
巨
o
。
）
　
こ
れ
は
プ
ジ
ン
ト
・
オ
ー
ナ
ー
が
構
成
す
る
法
人
組
織
で
非
螢
利
幽
髄
で
あ

る
。
0
・
A
・
1
は
ア
メ
リ
カ
の
主
要
都
市
に
事
務
凧
と
職
貸
を
配
世
し
、
屋
外
廣
沓
の
計
誰
と
そ
の
販
貰
業
務
を
邊
行
し
て
い
る
。
從

つ
て
屋
外
廣
告
の
解
誼
、
そ
の
分
類
、
使
用
法
更
に
は
効
果
に
關
す
る
文
激
を
作
成
し
配
布
す
る
と
共
に
、
市
場
調
査
を
適
時
實
施
し
て
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媒
麗
の
適
切
な
使
用
計
諜
を
策
定
す
る
。
殊
に
注
目
に
慣
す
る
鮎
は
該
耐
の
販
資
部
門
で
あ
る
。
こ
の
都
門
の
主
要
な
職
能
の
一
つ
と
し

て
、
全
國
廣
音
主
及
び
廣
沓
代
理
店
に
屋
外
廣
苦
の
有
効
性
を
説
明
し
納
得
さ
せ
る
機
能
が
撃
げ
ら
れ
よ
う
。
か
く
し
て
販
貨
ス
ペ
ー
ス

を
も
つ
プ
ラ
ン
ト
・
オ
ー
ナ
ー
と
廣
沓
商
品
を
も
つ
廣
皆
者
と
の
間
を
結
合
し
、
架
橋
的
機
能
を
演
ず
る
も
の
で
あ
ろ
。
な
お
販
貰
員
の

職
能
を
検
討
す
れ
ぱ
甚
だ
輿
味
は
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
諭
魎
か
ら
そ
れ
る
の
で
そ
の
訟
明
を
割
愛
す
る
。

　
プ
ラ
ン
ト
・
オ
ー
ナ
ー
　
こ
れ
は
プ
ラ
ン
ト
な
一
凧
有
す
る
者
、
正
確
に
言
え
ば
プ
ラ
ン
ト
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
で
は

活
澄
た
活
動
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
詳
細
は
今
迄
に
解
説
し
た
。
．
な
お
、
そ
の
他
の
諾
機
闘
が
あ
る
が
省
賂
す
る
。
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未
　
帰
外
廣
告
の
リ
ー
グ
ー
シ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
三
）

　
種
々
た
研
究
に
基
づ
け
ぱ
、
ア
メ
リ
カ
で
は
企
人
口
の
七
五
％
が
日
々
外
出
す
ろ
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
特
定
の
デ
4

ス
プ
レ
イ
を
實
際
に
見
る
者
が
何
人
位
で
あ
ろ
う
か
は
こ
の
数
字
か
ら
は
把
握
で
き
な
い
。
こ
の
数
字
こ
そ
正
に
重
要
た
も
の
で
あ
り
、

廣
告
主
、
プ
ラ
ン
ト
・
オ
ー
ナ
ー
、
、
更
に
は
廣
皆
代
理
店
の
希
望
し
て
い
る
貼
で
あ
ろ
。

　
T
・
A
・
旭
が
こ
の
事
項
を
測
定
し
た
實
例
を
衣
に
示
さ
う
。
調
恋
は
ア
イ
オ
ワ
州
の
シ
ー
グ
・
ラ
ピ
ツ
ヅ
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
調

査
封
象
六
三
八
名
に
交
通
日
記
を
つ
け
さ
せ
た
も
の
を
基
準
と
し
て
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
全
人
口
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
し
た

数
字
は
爽
の
も
の
と
た
つ
た
。

　
ω
総
藪
の
九
八
・
七
％
は
一
ケ
月
の
間
に
は
時
力
、
外
に
出
る

　
②
　
総
藪
の
八
○
・
七
％
は
丁
グ
月
傲
毎
日
外
出
す
る

　
③
　
一
市
場
構
成
員
総
藪
の
九
六
・
七
％
は
廣
告
期
間
一
ケ
月
の
間
に
屋
外
廣
告
に
接
す
る

　
㈲
　
一
市
場
構
威
員
総
数
■
の
九
一
・
一
％
は
屋
外
廣
皆
期
間
一
ケ
月
の
間
に
平
均
一
九
・
〇
七
回
一
〇
〇
　
ー
シ
司
ー
イ
ン
グ
に
接
す



　
　
　
　
　
　
（
十
四
）

　
　
る
も
の
と
た
る
o

　
玖
は
屋
外
廣
皆
調
査
の
專
門
家
マ
リ
オ
ン
・
ハ
ー
パ
ー
が
提
供
し
て
い
る
興
味
あ
る
賓
料
で
あ
る
。
こ
の
賓
料
に
は
参
期
に
於
け
る
ポ

ス
タ
ー
の
観
察
と
い
う
特
殊
な
要
素
が
加
味
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
参
期
の
ポ
ス
タ
ー
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ツ
プ
は
急
激
に
減
少
す
る
と
一
般

的
に
信
じ
ら
れ
て
い
る
事
柄
を
反
駁
ナ
る
に
足
る
歎
字
を
示
し
て
い
る
。
卿
ち
夏
期
と
参
期
は
そ
れ
ほ
ど
の
羨
位
は
た
い
と
し
爽
の
数
字

　
　
　
　
　
　
　
（
十
五
）

を
轟
げ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
全
ポ
ス
タ
ー
の
五
〇
％
以
上
を
見
た
者

　
　
　
　
　
　
　
男
惟
及
ぴ
女
惟
　
　
　
　
男
性
　
　
　
　
　
　
女
性

　
　
六
　
月
　
　
　
　
川
六
％
　
　
　
　
四
九
％
　
　
　
　
岬
三
％

　
　
七
　
月
　
　
　
　
川
七
％
　
　
　
　
五
三
％
　
　
　
　
四
二
％

　
　
八
月
　
　
四
七
％
　
　
五
二
％
　
　
川
二
％

151

　
　
十
二
月
　
　
　
　
川
四
％
　
　
　
　
四
八
％
　
　
　
　
四
〇
％

　
　
一
　
月
　
　
　
　
三
九
％
　
　
　
　
四
三
％
　
　
　
　
三
六
％

　
　
二
　
月
　
　
　
　
四
〇
％
　
　
　
　
四
三
％
　
　
　
　
三
八
％

　
右
の
表
で
は
「
特
定
の
ポ
ス
タ
ー
戦
で
獲
得
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ツ
プ
は
ど
の
程
度
か
」
の
問
い
に
は
答
え
ら
れ
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ

で
は
個
々
の
キ
ャ
ン
ペ
イ
ン
に
も
間
に
合
う
資
料
が
最
近
に
至
つ
て
は
準
備
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
玖
の
も
の
は
フ
』
ラ
デ
ル
7
イ

ヤ
と
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
で
實
施
さ
れ
た
調
査
で
、
八
月
中
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
高
い
五
繭
の
ポ
ス
タ
ー
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
d
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八
月
中
の
最
高
率
五
大
ポ
ス
タ
i
の
一
覧
表

　
　
フ
ィ
ラ
一
ア
ル
フ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雌
殴

コ
　
　
カ
　
　
コ
　
　
ラ
　
　
　
五
〇

サ
　
　
　
ノ
　
　
　
コ
　
　
一
〇
〇

テ
ッ
ク
サ
コ
　
　
五
〇

ナ
　
　
ッ
　
　
シ
　
　
ュ
　
　
　
五
〇

エ
ソ
（
特
殊
シ
ョ
ー
イ
ン
グ
）

　
　
　
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス

コ
　
　
　
カ

マ
ラ
ソ
ン

シ
ェ

コ
　
　
カ

ワ
ン
ダ
ー

コガ
ソ
リ

コプ
レ

ツ　　　リ
ドラルンラ

五
〇
＊

一
〇
〇

一
〇
〇

五
〇
＊

五
〇

男
性
及
ぴ
女
性

　
七
八
％

　
七
五
％

　
六
七
％

　
六
二
％

　
五
九
％
．

七
三
％

六
八
％

六
八
％

五
九
％

五
七
％

男
惟

七
七
％

八
O
％

七
二
％

六
八
％

六
〇
％

七
〇
％

ヒ
ル
6

一
レ
0
■

七
五
％

五
四
％

五
七
％

女
性

七
九
％

七
〇
％

六
二
％

五
六
％

五
九
％

七
五
％

六
三
％

六
一
％

六
四
％

五
七
％

（
＊
デ
ィ
ザ
イ
ソ
が
異
な
渇
も
の
）

　
　
　
　
　
　
　
七
　
英
國
に
於
け
る
貨
例

英
圃
で
の
屋
外
魔
皆
は
我
々
が
言
う
交
通
廣
皆
を
も
含
く
め
て
い
る
の
で
、

そ
れ
を
前
提
と
し
て
考
究
し
た
け
れ
ぱ
た
ら
た
い
。
さ
て
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ぷ
ス
タ
ー
・
オ
ー
デ
’
ヱ
ソ
ス
の
測
定
は
凡
そ
次
の
二
つ
に
分
類
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
H
　
ポ
ス
タ
ー
の
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
を
測
定
し
、
籔
字
的
事
實
と
し
て
捉
え
る
た
め
の
も
の

　
⇔
　
ボ
ス
タ
ー
を
他
の
媒
搬
と
比
較
す
る
た
め
に
測
定
す
る
た
め
の
も
の

　
以
上
の
二
項
目
を
読
述
す
る
前
に
ま
ず
媒
欄
慣
値
を
決
定
す
る
に
必
要
な
基
準
と
し
て
衣
の
二
、
三
を
検
討
し
て
お
こ
う
。

　
ω
オ
ー
デ
イ
エ
ン
ス
（
警
3
昌
8
）
　
こ
れ
は
廣
沓
を
見
る
機
會
を
有
し
て
い
る
人
々
の
籔
室
言
う
。

　
㈲
　
カ
ヴ
ア
ー
（
8
く
亀
）
　
こ
れ
枇
我
々
が
リ
ー
チ
を
希
望
す
る
人
々
で
、
百
分
率
で
表
現
さ
れ
る
オ
ー
デ
イ
エ
ン
ス
で
あ
㌃
。

　
③
　
頻
度
　
こ
れ
は
多
く
の
オ
ー
デ
ィ
エ
γ
ス
が
廣
皆
を
見
る
機
會
の
一
週
間
鴬
り
干
均
回
藪
室
言
う
。

　
前
二
項
の
内
の
前
者
は
ア
メ
リ
カ
と
同
様
、
英
國
で
も
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
こ
で
は
省
階
し
、
後
者
の
み
に
言
及
す
る
こ
と
に

す
る
。
　
　
廣
告
費
比
較

　
種
々
た
廣
皆
を
比
較
す
る
基
準
と
し
て
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
と
頻
凌
が
あ
り
、
屋
外
廣
昔
研
究
者
が
大
い
に
利
用
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が

見
る
機
會
一
、
○
○
O
鴬
り
の
廣
皆
費
（
o
o
9
寝
H
－
b
8
o
・
↓
．
ω
。
）
か
ら
比
較
す
る
と
一
般
的
に
次
の
如
き
諾
欄
を
設
げ
た
表
が
用

い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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（
十
六
）

　
攻
の
も
の
は
一
九
五
一
年
の
中
頃
に
實
施
さ
れ
た
英
國
の
ウ
イ
ガ
ン
地
厘
と
ル
ー
ト
ン
地
厘
の
綜
合
調
査
で
あ
る
。
ま
ず
そ
れ
ぞ
れ
の

地
厘
、
即
ち
ウ
イ
ガ
ソ
と
ル
ー
ト
ン
の
各
地
厘
に
於
て
屋
外
廣
皆
監
査
員
が
二
つ
の
キ
ャ
ン
ペ
イ
γ
を
企
謹
し
た
。
一
つ
は
旨
＝
ω
一
一
9

三
長
の
ポ
ス
ク
⊥
二
〇
、
他
は
烹
争
o
ま
目
胴
ポ
ス
タ
ー
一
五
と
決
定
し
、
各
地
厘
に
そ
れ
ぞ
れ
計
四
五
を
掲
出
し
た
。
な
お
こ
れ
等

ポ
ス
ク
ー
の
掲
出
位
置
は
最
大
の
カ
ヴ
ァ
ー
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
方
法
で
撰
、
出
さ
れ
た
。
か
く
し
て
か
ら
爾
地
．
厘
に
居
佳
す
る
成
人
（
拙

出
標
本
）
に
一
週
間
の
交
逓
記
録
を
作
成
さ
せ
、
■
こ
れ
等
を
整
理
し
、
分
析
し
た
結
果
、
左
の
よ
う
た
救
字
を
得
た
。
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